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18：50 
　　長谷川さん 自宅出発

19：00 保育園お迎え

19：50 佐藤さん お迎え

▲突然の雨です！！
「かさ　もってきてるかな」

▲「今日は、ありがとうございました。」
（左から）

佐藤大
た い し

志くん・則子さん（依頼会員）
長谷川恵美さん（援助会員）

◀
「
レ
イ
ン
コ
ー
ト
　
も
っ
て
き
た
よ
♪
」

活動日 活動時間 1時間あたりの
利用料（報酬） 補助後

平　日
7：00～20：00 700円 500円
上記以外の
時間帯 800円 600円

土・日・祝、年末年始 800円 600円

　

子
育
て
家
庭
の
多
く
が
核

家
族
と
な
る
近
年
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困
っ
た

時
や
助
け
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ほ
し
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時
に
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を
寄
せ
て
く
れ
る
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が
地
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と
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強
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で
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ね
。
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児
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助
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員
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ア
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会
員
同
士
で
育
児
に
関
す
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相
互
援
助
活
動
を
行
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組
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で
す
。
お
互
い
の
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頼
関
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の
中
で
、
地
域
で
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子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
で
安
心
子
育
て
」 

フ
ァ
ミ
サ
ポ
が
応
援
し
ま
す
！

困ったな！あんな時、こんな時

子育ての間には、いろいろなことがあります。
「困った時は、ファミサポへ」

どうぞセンターまでご相談ください。

地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
て

保育園の迎えと
　　降園後の預かり

　

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
笑
顔
で

歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
の
時
間
で

し
た
が
、
お
役
に
立
て
て
う
れ
し
い
で

す
。
ま
た
、
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
ね
。

い
つ
で
も
待
っ
て
る
よ
。

援
助
会
員
　
長
谷
川
恵
美
さ
ん

　困った時に力になってくれる人が
いてくれると思うと、とても安心し
ます。長谷川さんとは、年齢が近い
ので話しやすく心強いです。
これからもよろしくお願いします。

依頼会員　佐藤則子さん

＊�活動依頼した依頼会員には、市から通常利用の場合
１時間あたり２００円が補助されます。

　詳しくはセンターまでお問い合わせください。

依頼会員
市内在住・在勤で、生後４３日目から
おおむね１０歳までの子どもがいる人

援助会員
市内在住で、自宅で子どもを預かるこ
とができる人
＊送迎など外での活動もあります

活動補助金制度
利用料（報酬）の基準

ファミリー・サポート・センター
　ＴＥＬ・ＦＡＸ　５６－０２３０

登
録
完
了
！

セ
ン
タ
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に
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に
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す
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持
参
す
る
物　

　
　
　

印
か
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・
写
真
２
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（
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×
３
セ
ン
チ
）

　
　依

頼
会
員

援
助
会
員

両方会員

依
頼
会
員

援
助
会
員

同時に補助金入金のための
口座届もお忘れなく

援助会員講習会（無料）を
受講していただきます

登
録
手
続
き
は
簡
単
！

　上の子の行事の日に、下の子がお世話に
なっています。少し体調が思わしくないとき
も「大丈夫よ！」と笑顔で迎えていただき、と
ても心強かったです。安心して預けることが
でき、本当に助かっています。

（左から）
廣澤真弓さん・秀

しゅうま

真くん
（依頼会員）

ファミサポ
市役所

福祉センター（社協）

申込書

これは
 うれしい!!

上の子の行事の際に

・保育園・幼稚園への送迎が間に合わない
・上の子の行事に下の子を連れて行くのは大変
・習い事をさせたいが連れていけない
・学童保育の終了後に預かってもらえたら
・病院にいきたい
・自分の時間がほしい

みんなで子育て

ファミリー・サポート・センター



 （2）城陽市ファミリー・サポート・センター だより市の花−花しょうぶ

私も会員になりました

援助会員講習会が
かわりました！！

　今年度から新たに『ふたば園』滋野井園長の子どもの発達につ
いての話が加わり４講座になりました。そして、午後からは、市
のバスを利用して『京あんしんこども館』へ。施設の見学・体験
を通して、子どもの事故とその防止策について学びます。子ども
の事故は、家庭内で起こりやすく、細心の注意が必要です。
　今まさに子育て中の皆さんも一緒に見学して、事故予防にお役
立てください。

みやこ

一つめは、『ふたば園』滋野井園長の講義です

居間に続いて家庭内事故が多いのが台所です

１～４歳児の事故死亡の約３割が溺水によるものです

多くの時間を過ごす居間では、転倒・衝突・誤飲・熱傷
などあらゆる事故が発生しています
テーブルには、コーナークッションがあれば安心ですね

　ふたば園の園長先生をはじめ諸先生方のお話と、
「京あんしんこども館」では、施設を案内してもらい、
とてもいい勉強になりました。今後に活かしていき
たいと思います。 援助会員　 井上初代

　私自身の子育て中には、いろいろな人に声をかけ
てもらい、助けていただきました。今度は、私が少
しでもみなさんの子育てを応援できればと思ってい
ます。                      援助会員　 小栗　緑

講習内容
１．子どもの発達と関わりについて
２．乳幼児・子どもの食生活
３．子どもの安全と応急手当
４．子どもの遊び

（手作りおもちゃ作り）

昼　食

５．こどもの事故防止について
京あんしんこども館
（京都市中京区）
施設見学

みやこ

見学・体験コーナー
京あんしんこども館
みやこ

　一般家庭を再現したセーフティハウスで、危
険な場所・物を学び、事故を防ぐ具体的な方法
を解説していただきました。

踏
み
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に
な
る
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う
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野
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験
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て

　

子
ど
も
の
視
野
を
体
験

援助会員講習会

時間 ９：３０ ～ １７：００頃

場所 福祉センター

（午後：京 あんしんこども館へ）
*当日保育ルーム有（要予約）

ファミサポの援助会員希望者対象の講習会です。
お問い合わせはセンターまで（受講無料）

10月24日（金）

みやこ

援助会員
→市内に在住し、心身ともに健康
でファミリー・サポート・セン
ター事業に対して理解と熱意を
持って活動できる人

（
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お問い合わせ

ファミリー・サポート・センター
　TEL・FAX   ５６－０２３０
　月～金曜日　

９：００～１７：００

さしのべた　　その手がこどもの　　命綱　　　児童相談所　全国共通ダイヤル　0570-064-000
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